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本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
及
び
実

践
研
究
の
観
点
か
ら
、
本
年
度
試
行
的
に
開
始
し
た
「
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
」に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一　

事
業
開
始
の
経
緯

　

４
月
初
旬
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
県
の
方

針
を
受
け
、
研
修
事
業
等
の
当
面
の
間
の
「
延
期
」
が
決
定
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
感
染
症
の
影
響
の
長
期
化
を
想
定
し
、
既
存

事
業
の
対
応
方
針
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取
組
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
一
つ
で
あ
る
「
調
査
研
究
」
の
観

点
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔
研
修
や
、
個
人
学
習
と
し

て
も
活
用
で
き
る
研
修
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
等
に
着
手
す
る
こ

と
と
し
た
。
方
向
性
の
整
理
を
進
め
る
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

導
入
、
２
班
に
分
か
れ
て
の
分
散
勤
務
と
な
り
、
職
員
間
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
が
、「
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
！
」
の
発
想
で
変
化
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ

と
、
最
初
か
ら
完
璧
で
な
く
て
い
い
、
ま
ず
や
っ
て
み
る
、
や

り
な
が
ら
考
え
る
こ
と
を
チ
ー
ム
で
共
有
し
な
が
ら
取
組
を
進

め
た
。
暗
中
模
索
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
が

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
助

け
を
得
な
が
ら
、
県
の
情
報
担
当
課
や
各
市
町
・
公
民
館
等
の

関
係
施
設
へ
Ｗ
ｅ
ｂ
環
境
の
実
態
に
つ
い
て
何
度
も
聴
取
調
査

特
　
集
　
新
し
い
生
活
様
式
下
に
お
け
る
社
会
教
育
委
員
と
関
係
行
政・機
関
の
対
応
と
課
題

広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」の
試
み

～
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
職
員
研
修
等
の
実
践
か
ら
～

広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
振
興
課
長

松
　
田
　
愛
　
子
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を
行
い
、
５
月
下
旬
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「Zoom

」
を

活
用
し
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」
の
第
一
弾
の
開
催
案
内
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
11
月
末
現
在
、
従
来
の
「
集
合
研

修
」に
代
え
て「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」と
し
て
11
回
の
研
修
を
実

施
（
表
１
）
、
延
べ
４
０
４
名
が
参
加
、
年
度
内
に
は
少
な
く

と
も
累
計
７
０
０
～
８
０
０
名
程
度
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

先
行
事
例
が
不
足
し
、
何
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
は
担
当
職
員

の
誰
も
が
ほ
ぼ
「
初
心
者
」
と
い
う
状
況
の
中
、
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」
を
い
ち
早
く
「
形
」
に
で

き
た
こ
と
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
社
会
教
育
主
事
た
ち
の
大
き
な

自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

二　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」の
様
子

　
（
一
）基
礎
研
修

　

初
任
者
を
対
象
と
し
た
「
基
礎
研
修
」
は
、
緊
急
性
が
高
い

内
容
と
捉
え
最
優
先
で
実
施
し
た
。
環
境
整
備
に
不
安
を
残
し

た
ま
ま
で
開
催
に
踏
み
切
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
想
定
数
を
大

き
く
超
え
る
参
加
申
込
（
78
名
）
が
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

へ
の
期
待
や
研
修
ニ
ー
ズ
等
、
今
後
の
可
能
性
に
向
け
て
確
実

な
手
ご
た
え
を
掴
む
契
機
と
な
っ
た
。

　
「Zoom

」の
操
作
研
修
を
含
ん
だ「
通
信
テ
ス
ト
」は
、
現
在

は
研
修
開
始
一
週
間
前
の
一
回
で
あ
る
が
、
当
初
、
そ
れ
ぞ
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
研
修

家庭・地域の教育⼒向上につながる知識・技能の習得と情報交換の場を提供します。
地域学校協働活動推進事業
地域と学校の連携・協働体制構築研修会

（兼）地域学校協働活動推進員等研修会
講義 地域学校協働活動の意義等
事例発表，講評，意⾒・情報交換等

【全２回】
8⽉，11〜12⽉ (未定）

地域学校協働活動推進事業
協働活動⽀援員・協働活動サポーター等研修会

講義・演習 ⼦供との接し⽅
実技 危機管理，応急⼿当・救命処置等

「『親の⼒』をまなびあう学習プログラム」
ファシリテーターステップアップ研修

講義・演習 家庭教育⽀援の在り⽅，教材研究等
意⾒交換等 コロナ禍での「親プロ」講座等

【２会場・各３回】
7〜12⽉（未定）

専
⾨
職
員

養
成

社会教育主事講習［B］ 講義 ⽣涯学習概論，社会教育経営論，⽣涯学習⽀援論
演習 社会教育演習
※分割履修可能

【県内１会場・全20⽇】
1/21〜2/18

（県⽴⽣涯学習センター）

((表表１１））令令和和２２年年度度広広島島県県立立生生涯涯学学習習セセンンタターー研研修修体体系系

市
町
職
員
等
研
修

住⺠の学習活動の⽀援者として必要な知識・技能の習得と情報交換の場を提供します。

⽣
涯
学
習
振
興
・
社
会
教
育

関
係
職
員
等
研
修

基礎研修【全１回】
講義 ⽣涯学習の基本事項，国・県の動向
演習 ⽣涯学習・社会教育関係職員の役割
実践交流 現場からの報告〜やりがいと楽しさ〜

学習プログラム研修【全２回】
講義 学習プログラム開発の理論と⼿法
演習 学習プログラム開発の実際，相互評価・総評

オンライン研修
①８/21 ②８/28

広島版「学びから始まる地域づくりプロジェクト」
（略称︓ひろプロ）【全２回】

コーディネーター研修

講義 学びから始まる地域づくり
説明 広島版「学びから始まる地域づくり

プロジェクト」の概要，企画シートの作成
演習 企画シートの相互評価・講評 等

オンライン研修
①９/14 ②９/25

社会教育主事等研修 講義・演習 ①＜⽣涯学習経営編＞
講義・演習 ②＜社会教育⽀援編＞

地域課題対応研修⽀援
（訪問型研修）

センターの社会教育主事が訪問し，多様化する地域課題に対応した市町の研修（⼈材育成）
を総合的に⽀援。（広島版「学びから始まる地域づくりプロジェクト」のモデル実践を含む）

公⺠館等職員研修会【全２回】
（広島県公⺠館連合会との共催）

講演・ワークショップ・意⾒交流・体験講座
①Withコロナ社会における公⺠館等の運営
②Zoomに挑戦! -オンライン講座の開設に向けて-

⻄部︓11/26（北広島町）
東部︓11/27（世羅町）

社会教育委員研修会
（広島県社会教育委員連絡協議会との共催）

講演・トークセッション
社会教育の動向，社会教育委員の役割等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

連携・協働のプラットフォームとして，広範なネットワークづくりを推進します。
広島県⽣涯学習研究実践交流会
（⽇本⽣涯教育学会との共催）

基調講演 ポストコロナ時代の学び・つながり
トークセッション，グループセッション

インターネットを活⽤したライブ配信により，国⽴教育政策研究所
社会教育実践研究センター主催の地⽅会場として開催

■⽣涯学習センターの機能

指導者研修の基本的⽅向性
実践重視
「学んだことを⽣かす」⼒が⾝に付く
よう，実践を重視。

参加型
⾃ら主体的に考え，他者と協働しな
がら学ぶことで，新たな気づきや価
値を創造。

交流の場
「互いの実践から学ぶ」ことや「経験
を伝える」ことで，参加者同⼠の学び
合い・交流を促進。
コーディネート⼒向上

市町で中⼼的な役割を果たす「社会教
育主事」や中堅・ベテラン職員の指導
⼒・コーディネート⼒を向上。

評価・改善
「学習成果」の評価を基本とした研修
事業の評価・改善システムの構築。

連携・協働のプラットフォームとして，
県と市町，それぞれが担う研修で「学
んだ⼈」や「学んだこと」が好循環す
る仕組み作り」を⽬指します。

「学んだ⼈」や「学んだこと」が
好循環する仕組み作り

ただし，規定改正によりこれまでの単位が既修得単位
とみなされない科⽬があります。

オンライン研修
6/26

オンライン研修
①10/２ ②10/９

中 ⽌中 ⽌

オンライン研修
①11/26 ②11/27

オンライン研修
２/３

オンライン研修
①９/29 ②1/19 ③2/24

中 ⽌中 ⽌

ハイブリッド開催
３/６（対⾯・オンライン）

特　集／新しい生活様式下における社会教育委員と関係行政・機関の対応と課題
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に
異
な
る
環
境
に
個
別
に
対
応
す
る

に
は
事
前
の
テ
ス
ト
や
研
修
を
何
度

も
繰
り
返
す
必
要
が
あ
り
、
相
当
の

時
間
を
か
け
た
。
さ
ら
に
、
参
加
に

必
要
な
環
境
や
基
本
的
な
操
作
方
法

等
の
「
手
引
き
」
を
作
成
し
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
た
。
こ
の
参
加
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
現
在
、
県
内
外
で
広
く
共
有
・

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

研
修
当
日
は
、基
本
的
な
講
義
・
演

習
の
ほ
か
、
仕
事
の
楽
し
さ
や
や
り

が
い
を
語
る「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョン
」、オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
の
「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
ン
チ
会
」、

参
加
型
の「
突
然
で
す
が
ク
イ
ズ
で
す
！
」
タ
イ
ム
等
の
創
意
工
夫

を
取
り
入
れ
た
。
ま
た
、オ
リ
エン
テ
ー
シ
ョン
で
は
、「
カ
メ
ラ
・マ
イ

ク
の
オ
ン・
オ
フ
」「
名
前
表
示
」「
チ
ャッ
ト
の
活
用
」等
の
オ
ン
ラ
イ

ン
集
会
の
「
ル
ー
ル
」
の
ほ
か
、「
楽
し
み
な
が
ら
、
体
験
を
通
じ
て

学
ぶ
」「
失
敗
か
ら
学
ぶ
」「
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
」
等
の
研
修
で

大
切
に
し
た
い
視
点
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
の

視
点
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
に
関
わ
る
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
、そ

の
後
の
研
修
で
も
改
善
し
な
が
ら
発
信
を
続
け
て
い
る
。

　
（
二
）学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修

　

講
義
内
容
を
事
前
に
Ｈ
Ｐ
上
に
掲
載
し
た
研
修
コ
ン
テ
ン
ツ

で
知
識
習
得
し
、研
修
当
日
は
、実
際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発（
個

人
演
習
）し
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
流
し
て
理
解
を
深
め
る「
反

転
学
習
」
の
理
論
を
取
り
入
れ
た
。「Zoom

」
の
ブ
レ
イ
ク
ア

ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
が
、

ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
チ
ー
ム
で
汗
を
か
き
な
が
ら
一
つ
の
も

の
を
作
り
出
す
「
対
面
型
」
の
ワ
ー
ク
に
代
替
で
き
る
操
作
性

は
担
保
し
づ
ら
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
（
三
）「
ひ
ろ
プ
ロ
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

　

広
島
版
「
学
び
か
ら
始
ま
る
地
域
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
略
称
：
ひ
ろ
プ
ロ
）
は
、
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
住
民
の
主

体
的
・
協
働
的
な
学
び
と
学
び
の
成
果
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
要
と
な
る
公
民
館

職
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
向
上
を
目
的
と
し
た
本
研
修
は

「
体
験
型
・
参
加
型
・
参
画
型
」
を
そ
の
趣
旨
の
一
つ
と
し
て

い
る
。
今
回
は
、
新
た
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
」
を
活
用
し
て

受
講
者
の
主
体
的
な
参
加
意
識
を
高
め
る
工
夫
を
行
っ
た
。

　
（
四
）社
会
教
育
主
事
等
研
修

　

社
会
教
育
主
事
の
役
割
の
整
理
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら
新

た
に「
社
会
教
育
主
事
講
習
」の
科
目
に
新
設
さ
れ
た「
社
会
教

育
経
営
論
」
及
び
「
生
涯
学
習
支
援
論
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
現

オンラインアイスブレイク オリエンテーション
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職
研
修
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
「
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
と
い
う
前
例
の
な
い
実
験
的
な
内
容
に

も
挑
戦
し
た
。Pow

erPoint

フ
ァ
イ
ル
を
「
模
造
紙
」
に
、
テ

キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
「
付
箋
」
に
見
立
て
た
ワ
ー
ク
等
を
行

い
、
今
後
の「
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」や「
オ
ン
ラ
イ

ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
交
流
し
た
。

当
日
は
、
県
教
育
委
員
の
視
察
が
あ
り
「
民
間
や
全
国
と
比
較

し
て
も
遜
色
な
い
取
組
で
あ
る
」等
の
高
い
評
価
を
得
た
。

　
（
五
）公
民
館
等
職
員
研
修

　
「W

ith

コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
公
民
館
等
の
運
営
」
を
テ
ー

マ
に
、
沖
縄
・
福
岡
・
広
島
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

公
民
館
事
業
の
最
先
端
の
提
供
事
例
を
も
と
に
意
見
や
実
践
を

交
流
す
る
ほ
か
、「Zoom

に
挑
戦
！
入
門
編
」
と
し
て
、
公
民

館
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
開
設
に
向
け
た
「Zoom
」
の
基
本

操
作
を
学
ぶ
実
践
的
な
研
修
を
実
施
し
た
。

三　

見
え
て
き
た「
成
果
」と「
課
題
」

　

こ
れ
ら
の
実
践
の
成
果
と
し
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
」
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
成
果
の
積
み
上
げ
が
飛
躍
的
に
進
み
、
学
び
を
止

め
な
い
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
た
事
業
の
方
向
性
が
見
え
て
き

た
こ
と
は
最
も
大
き
い
。
感
染
防
止
の
た
め
の
物
理
的
・
身
体

的
な
接
触
を
回
避
し
た
事
業
の
在
り
方
を
実
証
で
き
た
だ
け
で

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
前
例
の
な
い
状
況
の
中
で
方
向
性
を

模
索
し
て
事
業
を
形
作
れ
た
こ
と
は
、
市
町
か
ら
信
頼
さ
れ
る

当
セ
ン
タ
ー
の
存
在
意
義
の
発
信
に
も
つ
な
が
っ
た
。
移
動
に

か
か
る
時
間
や
経
費
の
制
限
な
く
ど
こ
か
ら
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
参
加
で
き
る
、
ま
た
、
遠
方
か
ら
の
講
師
招
聘

や
打
合
せ
も
し
や
す
い
等
の
「
距
離
を
感
じ
さ
せ
な
い
」
オ
ン

ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
、
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
び
を
関

係
職
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
指
導
者
が
体
験
的
に
学

習
で
き
た
こ
と
は
、
一
過
性
の
も

の
で
な
く
、
今
後
の
学
び
や
事
業

の
広
が
り
に
つ
な
が
る
可
能
性
・

発
展
性
を
有
し
て
い
る
。
実
際

に
、
県
内
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
業

の
取
組
は
進
み
つ
つ
あ
り
、
例
え

ば
、
広
島
市
の
「
リ
モ
ー
ト
公
民

館
（
リ
モ
コ
ひ
ろ
し
ま
）」
や
、
東

広
島
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
開

催
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

事
業
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
90
％
以
上
の
参
加
者
が

職
務
へ
の
役
立
ち
感
を
得
て
お
り
、

ハイブリッド型「親プロ」講座 
（生涯学習フェスティバル）

オンラインキッチン 
（リモコひろしま）

特　集／新しい生活様式下における社会教育委員と関係行政・機関の対応と課題
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「
新
し
い
つ
な
が
り
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
た
」「
実
際
に
経

験
し
て
み
て
納
得
で
き
た
」「
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
改
善
の
参
考
に
し
た
い
」
等
、
新
た
な
挑
戦
へ
の
意
欲
的

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
や
は
り
、
こ
う

し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
「
リ
ア
ル
な
つ
な
が
り
」
を
求
め
る
多
く

の
声
が
あ
る
こ
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
参
加
体
験
）
型
の
学

習
に
オ
ン
ラ
イ
ン
は
な
じ
み
に
く
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
役
所
や

社
会
教
育
施
設
の
デ
バ
イ
ス
や
Ｗ
ｅ
ｂ
環
境
整
備
、
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
等
の
情
報
格
差
、
肖
像
権
・
著
作
権
へ
の
配
慮
の

問
題
等
、
様
々
な
課
題
も
残
っ
て
い
る
。

四　

今
後
に
向
け
て

　

こ
う
し
た
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
「
集
合
・
対
面
型
」
の
学

び
と
「
オ
ン
ラ
イ
ン
（
又
は
オ
ン
デ
マ
ン

ド
）
型
」
の
学
び
の
双
方
の
良
さ
を
組
み

合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」（
図
１
）

の
新
し
い
学
び
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
モ

デ
ル
開
発
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

現
在
、
休
止
中
の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
事
業
や
、

集
ま
り
の
場
に
参
加
し
に
く
い
親
に
届
け
る
た
め
の
家
庭
教
育

支
援
事
業
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
も
着
手
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

お
わ
り
に

　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
要
と
な
る
の
は
、
学
び
の
場
を
通

じ
た「
つ
な
が
り
」の
創
出
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
顕
在
化

し
た
社
会
的
つ
な
が
り
の
分
断
や
希
薄
化
を
食
い
止
め
、
未
来

に
向
か
っ
て
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
、
私

た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
世
界
は「
グ
リ
ー
ン
・
リ

カ
バ
リ
ー
」や「
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
新
し

い
経
済
や
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
模
索
し
始
め
て
い
る

そ
う
だ
。
元
の
世
界
へ
戻
る「
オ
ー
ル
ド
・
ノ
ー
マ
ル
」で
な
く
、

「
ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
」
の
社
会
を
ど
う
描
い
て
い
け
る
の
か
。

「
不
易
流
行
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
も
変
化
し
な

い
本
質
的
な
も
の
の
中
に
も
、
新
し
さ
を
取
り
入
れ
て
変
化
し

て
い
く
と
い
う
考
え
が
必
要
だ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
力
は
様
々
な

可
能
性
を
秘
め
る
一
方
で
、
あ
く
ま
で
手
段
に
過
ぎ
な
い
と
も

い
え
る
。
な
ぜ
何
の
た
め
な
の
か
の
本
質
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
Ｈ
ｏ
ｗ
（
ど
の
よ
う
に
や
る
）
の
前
に
あ
る
、
Ｗ
ｈ
ｙ
（
な

ぜ
や
る
）
の
問
い
を
持
ち
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新

し
い
学
び
の
創
出
、「
学
び
を
止
め
な
い
」「
豊
か
な
つ
な
が
り

を
つ
く
る
」仕
組
み
づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き
た
い
。

（
ま
つ
だ　

あ
い
こ
）

（図１）「ハイブリッド型」
イメージ

集合・対面型 オンライン型

「ハイブリッド型」研修


